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P129a 近傍銀河における巨大分子雲のType分類
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星は巨大分子雲 (GMC)で形成されるため, GMCの進化は銀河進化を進める基本過程であると言える. Fukui
et al. (1999)は、大マゼラン雲の GMCの掃天観測を行ない, Hii領域と若い星団との付随に基づいて GMCの
Type分類を提案し, GMC進化の時間尺度などを導いた (Kawamura et al. 2009). 2012年以降この研究はM33に
も拡張され, GMC進化を確認する成果がもたらされた (Gratier et al. 2012, Corbelli et al. 2017). 我々は Type
分類によるGMC進化モデルの普遍性の確立を目指し, 10-20 Mpcの距離の銀河のType分類を進めている. その
ために, この距離でも観測可能なHα輝線のみに基づいた次のGMC分類手法「Type I: 星形成の兆候を示さない
GMC, Type II: Hα光度 (LHα) < 1037.5 erg s−1のHii領域が付随するGMC, Type III: LHα > 1037.5 erg s−1の
Hii領域が付随する」を提案し, まずM74においてPHANGSプロジェクトのCO, Hα, HSTの星団カタログを用
いて解析した (Demachi et al. 2023, submitted). さらに今回, NGC 3351などの 10-20 Mpcの近傍銀河 3個に同
様の解析を行い, サンプル数を増やすことでHα光度に基づくType分類の有効性を検証した. その結果, 以下の傾
向を確認した. 1) 年齢が 10Myrより若い星団はGMCから 150-200pc以内に集中する, 2) 若い星団は特に Type
III GMCに集中して分布する, また, 3) Type III GMCは３Typeの中で最も力学的に緩和している. 本講演では,
これらの結果を用いて, Hα光度のみによるType分類の有効性と, Type分類によるGMC進化の描像の普遍性を
議論する.


